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中国人学習者における日本語の漢字語彙学習の問題点及び指導上の留意点 

―学習動機とストラテジーの 2 点を中心に― 
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1. 研究動機 

漢字は日本語の語彙体系の根幹的な地位を占めている。日本語教育における漢字語彙教育

が重要であることは言うまでもなく、これからの時代においても変わることがないと思われる。一般に

中国人が外国語として日本語を学習する際、非漢字圏の学習者に比べかなり有利だと言われて

いる。稿者も当初このような安易な動機で日本語学習を始めたが、来日後、包装用段ボールに書

かれてある「天地無用」の文字の意味が分からず不可思議に思うことがあった。このような誤解を数

多く経験し、また、これは私だけの問題でないことに気づいた。そして中国人学習者を対象とする

日本語の漢字語彙教授法が確立されておらず、あまり研究されていないように思われたため、改

善策を考える必要があると感じ本研究を始めた次第である。 

 

2.  研究目的 

中国人学習者の漢字語彙学習上の問題点を、学習者側の学習動機とストラテジーの２点を軸と

して学習実態から精査する。また、この問題が生じる要因を探ることを試みたい。それを本研究のメ

イン目的とする。同時に、以上の実態調査と問題要因分析から得た結果を考察し指導上の留意

点を捻出、今後の指導上の効果的改善策として提言したい。 

 

3. 調査概要（アンケート意識調査・作文テスト・インタビュー調査） 

実施期間 2009 年 1 月～2010 年 5 月 

調査協力者 国内のＯ大学別科の（来日 2 年未満）A、B 2 クラスのうち男子 16 名・女子 19 名、 

計 35 名の中国人留学生（その中の 7 人からインタビュー調査を実施） 

アンケート質問

項目 

前 4 問は選択式、最後の 1 問は手書きの作文テスト。 

（詳細は本稿資料編参照） 

インタビュー質

問項目 

漢字語彙学習の問題点、学習動機、学習方法、評価、指導上の要望など、計 5 つの

質問について半構造化方式で実施。（文字起こし資料は、本稿資料編参照） 

 

4. 調査結果 

 中国人日本語学習者の漢字語彙学習上の問題点は、主に以下の 5 点であると考えられる。 

（１）母語の影響。無意識のうちに漢字への過度な依存から誤ったインプット。 

（２）学習動機の優劣。学習動機は常に変化するものであり、教師側の適宜指導が必要である。 

（３）独自の学習方法の有無。上達レベルによって、独自の学習方法の有無が分岐点となる。 

（４）日本語学習全般の要因。日本語に対する正しい認識は、授受双方とも必要である。 

（５）中国の日本語教育環境に起因する諸問題。 

 

５．まとめと今後の課題 

 （１）中国人学習者を対象とする日本語の漢字語彙指導法の見直し。 

 （２）中国人学習者を対象とする教授法の確立及び関連する教材や参考書の開発。 

 （３）最新の教材、情報、リソースの入手。基本設備の充実。中国人日本語教師の資質向上、 

スキルアップなど中国の日本語教育環境改善について政府や学校側への提案。 
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